平成２７年度第１回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２７年８月２６日(木)１７：００～１９：００ 
場　　所：大阪府立急性期･総合医療センター　本館３階第５・６会議室
出席状況：６名（椿原会長、勝二委員、林委員、飯尾委員、芦田委員、伊賀委員）
（事務局）大阪府教育委員会事務局教育振興室保健体育課　指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）大阪府立学校腎検診判定審査会　会長の選出について

　　会規則第四条により、椿原委員を会長に選出
　　会規則第四条第三項により、会長から、勝二委員を職務代理に指名。

（２）一次精密検診受診者の判定について　　
　　・事務局より、今年度の協力施設について説明。協力依頼文を、専門医、病院長及び地域連携の３者に送付することにより、例年のようなトラブルもなく対象となった生徒等がスムーズに受診することができた。次年度も引き続き、３者に協力依頼文を送付する。

・例年、第１回目の判定者は８０～９０人前後であるが、今年度は大幅に増加している。その要因として、尿蛋白クレアチニン比0.2以上の所見となった児童生徒数が例年よりも多いことについて事務局より報告。

・府立学校腎検診システム※における判定対象者（判定整理番号１～１２５）１２５名の

一次精密検査結果について、審査。
※二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比0.2以上の児童生徒等に対し、同審査会にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がされているか判定する。

①非専門施設受診の児童生徒について（６名）
・Aについては、尿蛋白クレアチニン比は、極めて少なく問題なし。
・Bについては、尿クレアチニン値の単位が間違っている可能性がある。単に、「ｇ」と

「ｍｇ」の間違いだけであれば問題なし。事務局で確認すること。
　　・Cについては、追加指示はないが、次年度も引き続きみていく必要があることから、管

　　　理区分「E」とする。

　　・D、E、Fの３名については、追加指示なし。
　②専門施設を受診したが、管理区分「D」以上の児童生徒について（１２名）
・Gは、即入院となりステロイド治療を受けており、管理区分「A」である。
・Hは、一過性蛋白尿で管理区分「B」だが、他の疾患によるため問題なし。
・Iは、県外の病院を受診。専門施設一覧表は大阪府内の病院のみ掲載しているが、Iが

受診した病院は専門医がいるため、専門施設受診者とする。追加指示なし。
・Jは、無症候性蛋白尿で「D」区分がついているが、運動部活動も参加可、学校のマラ

ソン大会レベルでは参加可であり、ほぼ「E」区分であり問題なし。

　　・その他の８名（K、L、M、N、O、P、Q、R）については、定期的に主治医が経過を
みていくため、追加指示なし。
③その他の生徒について（７名）

　　・Sは、学校の検尿において、１次検査、２次検査ともに尿蛋白はかなりでているが、
　　　精密検査では、異常はなく主治医の指示どおり。
　　　・Tの精密尿蛋白クレアチニン比は、かなり出ている。管理区分の記載がないが、例年、心疾患にて「D」区分がついているようであるので、追加指示なし。

　　　・Uは、もともとの疾患にて受診しており、主治医の意見どおりで追加指示なし。

　　　・Vは、尿クレアチニン値の単位が間違っている可能性がある。事務局から確認をする

こと。
　　　・W、X、Yの３名は、保護者記入欄にて記載がなかった。事務局にて確認すること。
④専門施設を受診し、「管理不要」となった児童生徒について（８名）
　　　運動制限はないが、次年度も管理してみていくため、管理不要の生徒については要管理
区分「E」とする。
　　※その他の児童生徒については、特に追加指示なし。
　　　
（３）その他
　　○専門施設における小児科への協力依頼について
　　　毎年度、専門医に協力の依頼をし、その診療科全体で協力をいただいている。過去に専

門医に依頼をした際、専門医のご協力で、小児科も併せて回答いただき、その後、継続

して掲載しているが、依頼などは行っていない状態であった。今後は、専門医と同様に
協力依頼文をだし、協力をお願いすることとなった。
　　
４　閉会
　次回開催：平成２７年１２月３日（木）１７：００～１９：００
